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１
．
学
術
論
文
（
単
著
）

（
１
） 『
古
事
記
伝
』
に
お
け
る
体
・
用
・
辞

上
智
大
学
文
学
部
国
文
学
科
『
国
文
学
論
集
』
一
二
号

一
九
七
九
年
１
月

（
２
） 

本
居
宣
長
の
活
用
論

上
智
大
学
文
学
部
国
文
学
科
『
国
文
学
論
集
』
一
三
号

一
九
八
〇
年
２
月

（
３
）  『
増
補
訂
正
英
和
字
彙
』
の
訳
語
―
特
に
増
補
さ
れ

た
訳
語
の
典
拠
を
中
心
に
―

上
智
大
学
文
学
部
国
文
学
科
『
国
文
学
論
集
』
一
四
号

一
九
八
一
年
２
月

（
４
）  

蘭
学
資
料
の
語
彙
―
『
舎
密
開
宗
』
の
用
語
を
中
心

に
―　

『
講
座
日
本
語
の
語
彙
五　

近
世
の
語
彙
』
明
治
書
院

一
九
八
二
年
６
月

（
５
） 

節
用
集
の
語
彙

『
講
座
日
本
語
学
五　

現
代
語
彙
と
の
史
的
対
照
』
明
治

書
院

一
九
八
二
年
12
月

（
６
） 

口
語
資
料
と
し
て
の
『
古
今
集
遠
鏡
』

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
国
語
国
文
学
科
『
古
典

研
究
』
一
〇
号

一
九
八
三
年
３
月

（
７
）  『
工
学
字
彙
』
の
訳
語
と
そ
の
造
語
要
素
の
性
格
―

明
治
期
の
学
術
用
語
の
造
語
法
（
１
）　

『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要　

国
語
国
文
学

編
』
第
九
巻
第
一
号
（
通
巻
一
八
号
）

一
九
八
五
年
３
月

（
８
）  『
工
学
字
彙
』
の
造
語
パ
タ
ー
ン
―
明
治
期
の
学
術

用
語
の
造
語
法
（
２
）

『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要　

国
語
国
文
学

編
』
第
一
〇
巻　

第
一
号
（
通
巻
一
九
号
）

一
九
八
六
年
３
月

（
９
） 

明
治
期
の
専
門
用
語
と
漢
字

『
漢
字
講
座
八　

近
代
日
本
語
と
漢
字
』
明
治
書
院

一
九
八
八
年
10
月

湯
浅
茂
雄
教
授
　
業
績
目
録
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（
10
）  

雅
俗
対
訳
辞
書
類
の
俗
語
の
性
格
―
鈴
木
朖
『
雅
語

訳
解
』
を
資
料
と
し
て
―

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
九　

和
泉
書
院

一
九
八
八
年
11
月

（
11
）  
雅
俗
対
訳
辞
書
類
の
俗
語
の
性
格
―
萩
原
廣
道
『
古

言
訳
解
』
を
資
料
と
し
て
（
発
表
要
旨
）

『
国
語
学
』
一
五
六

一
九
八
九
年
３
月

（
12
） 

国
語
資
料
と
し
て
の
『
雅
語
訳
解
』

『
文
莫
』
第
一
六
号

一
九
九
一
年
７
月

（
13
） 

萩
原
廣
道
『
古
言
訳
解
』
の
俗
語
訳
と
方
言
語
彙

『
辞
書
・
外
国
資
料
に
よ
る
日
本
語
研
究
』
和
泉
書
院

一
九
九
一
年
８
月

（
14
） 

雅
俗
対
訳
資
料
に
お
け
る
俗
語
の
共
通
的
性
格

森
岡
健
二
編
『
近
代
語
の
成
立　

文
体
編
』
明
治
書
院

一
九
九
一
年
10
月

（
15
）  

雅
俗
対
訳
資
料
と
語
彙
研
究
―
『
雅
語
訳
解
』『
古

言
訳
解
』
を
資
料
と
し
て

『
日
本
近
代
語
研
究
』
一　

ひ
つ
じ
書
房

一
九
九
一
年
10
月

（
16
）  「
小
説
」（
特
集　

近
現
代
語
の
語
源
）　

『
日
本
語
学
』
第
一
二
巻
第
七
号　

明
治
書
院

一
九
九
三
年
６
月

（
17
） 

生
田
長
江
編
『
文
学
新
語
小
辞
典
』
と
新
語
辞
典
類

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
一
三　

和
泉
書
院

一
九
九
三
年
７
月

（
18
）  

語
彙
（
理
論
・
現
代
）
特
集
―
平
成
４
年
・
平
成
５

年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

『
国
語
学
』
一
七
七

一
九
九
四
年
６
月

（
19
）  『
言
海
』
と
近
世
辞
書　

平
成
６
年
度
国
語
学
会
春

季
大
会
発
表
要
旨

『
国
語
学
』
一
七
九

一
九
九
四
年
12
月

（
20
） 

江
戸
時
代
の
辞
書

西
崎
亨
編
『
日
本
古
辞
書
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界

思
想
社

一
九
九
五
年
５
月

（
21
） 

辞
書
と
言
語
文
化

『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
一
巻
一
一
号　

學
燈
社

一
九
九
六
年
９
月

（
22
） 『
言
海
』
と
近
世
辞
書

『
国
語
學
』
一
八
八

一
九
九
七
年
３
月

（
23
）  

近
代
・
現
代
（
語
彙
）（
平
成
８
年
度
国
語
国
文
学

会
の
展
望
Ⅱ
）

『
文
学
・
語
学
』
一
五
七

一
九
九
七
年
10
月
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（
24
） 

国
語
史
資
料
と
し
て
の
『
訓
訳
示
蒙
』「
訳
」
言

『
實
踐
國
文
學
』
第
五
十
四
号

一
九
九
八
年
10
月

（
25
） 『
言
海
』『
大
言
海
』
語
源
説
と
宣
長
『
古
事
記
伝
』

『
實
踐
國
文
學
』
第
五
十
五
号

一
九
九
九
年
３
月

（
26
） 『
増
補
俚
言
集
覧
』
増
補
語
彙
依
拠
資
料
考

『
實
踐
國
文
學
』
第
五
十
七
号

二
〇
〇
〇
年
３
月

（
27
） 

江
戸
の
国
語
辞
典
あ
れ
こ
れ

『
し
に
か
』
第
一
一
巻
第
三
号

二
〇
〇
〇
年
３
月

（
28
） 

近
代
語
研
究
の
要
点
と
課
題

『
日
本
語
学
九
月
臨
時
増
刊
号　

日
本
語
史
研
究
入
門
』

二
〇
〇
一
年
９
月

（
29
）  『
増
補
訂
正
和
英
英
和
語
林
集
成
』「
和
英
の
部
」
の

増
補
と
『
和
訓
栞
』『
雅
言
集
覧
』『
官
版
語
彙
』

『
国
語
学
』
二
〇
八

二
〇
〇
二
年
１
月

（
30
） 

外
来
語
の
表
記

『
現
代
日
本
語
講
座　

第
六
巻
文
字
・
表
記
』
明
治
書
院

二
〇
〇
二
年
５
月

（
31
） 

語
彙
研
究
史

『
朝
倉
日
本
語
講
座
四　

語
彙
・
意
味
』
朝
倉
書
店

二
〇
〇
二
年
10
月

（
32
）  

英
和
字
彙
系
の
一
書
、『
新
撰
英
和
字
典
』
の
資
料

性
に
つ
い
て

『
日
本
近
代
語
研
究
』
四　

ひ
つ
じ
書
房

二
〇
〇
五
年
６
月

（
33
） 

蘭
学
・
英
学
に
お
け
る
翻
訳
法
と
日
本
語

『
実
践
英
文
学
』
第
五
十
九
号　

実
践
英
文
学
会

二
〇
〇
七
年
２
月

（
34
）  

下
田
歌
子
先
生
『
国
文
小
学
読
本
』
に
お
け
る
品
詞

分
類
意
識
に
つ
い
て

『
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
短
期
大
学
後
援
会　

会
報
』

二
〇
〇
八
年
２
月

（
35
）  『
言
海
』
の
ネ
コ
―
辞
書
史
に
お
け
る
近
世
と
近
代
―

『
り
ん
ど
う
』
第
三
十
三
号　

実
践
国
文
科
会

二
〇
〇
八
年
７
月

（
36
） 

大
槻
文
彦
（
人
物
で
た
ど
る
日
本
語
学
史
）

『
日
本
語
学
』
第
三
五
巻
第
四
号
（
通
巻
四
五
二
号
）

二
〇
一
六
年
４
月

（
37
） 

鈴
木
朖
『
雅
語
訳
解
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て

『
實
踐
國
文
學
』
第
九
一
号
（
研
究
余
滴
）

二
〇
一
七
年
３
月

（
38
） 

明
治
期
に
お
け
る
語
彙
の
更
新
（
日
本
語
150
年
史
）

『
日
本
語
学
』
第
三
六
巻
一
二
号
（
通
巻
四
七
三
号
）

二
〇
一
七
年
11
月

（
39
） 『
言
海
』
と
『
日
本
大
辞
書
』
の
語
彙

『
シ
リ
ー
ズ
〈
日
本
語
の
語
彙
５
〉
近
代
の
語
彙
Ⅰ
〈
四

民
平
等
の
時
代
〉

二
〇
二
〇
年
７
月

（
40
） 『
言
海
』『
日
本
大
辞
書
』
の
収
録
語
数
を
め
ぐ
っ
て

『
實
踐
國
文
學
』
第
一
〇
〇
号
（
研
究
余
滴
）

二
〇
二
一
年
10
月

（
41
） 

山
田
美
妙
『
日
本
大
辞
書
』
の
方
言
語
彙

『
實
踐
國
文
學
』
第
一
〇
一
号
（
研
究
余
滴
）

二
〇
二
二
年
３
月
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２
．
著
書

（
１
）  『
明
治
期
専
門
術
語
集
』〔
単
著
〕
全
六
冊
の
う
ち
第

四
冊
（『
工
学
字
彙
』）
担
当　

六
種
の
対
訳
専
門
術

語
集
の
覆
刻
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
者
に
よ
る
語
彙

索
引
に
よ
る
語
基
索
引
・
論
文
よ
り
な
る

有
精
堂
出
版

一
九
八
五
年
９
月

（
２
）  『
新
版
文
章
構
成
法
』〔
共
著
〕
応
用
編
「
デ
ィ
ベ
ー

ト
」
の
執
筆
と
全
体
の
編
集

東
海
大
学
出
版

一
九
九
五
年
12
月

（
３
）  『
こ
と
ば
の
探
検
Ⅴ
―
新
語
・
流
行
語
・
隠
語　

生

ま
れ
る
こ
と
ば
死
ぬ
こ
と
ば
』〔
単
著
〕

ア
リ
ス
館

一
九
九
七
年
４
月

（
４
） 

下
田
歌
子
『
女
子
の
心
得
』（
校
注
）〔
単
著
〕

『
新
編
下
田
歌
子
著
作
集　

女
子
の
心
得
』
三
元
社

二
〇
一
八
年
３
月

３
．
索
引
・
目
録

（
１
）  

鈴
木
朖
『
雅
語
訳
解
』
俗
語
自
立
語
索
引
（
ア
行
～

タ
行
）

『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要　

国
語
国
文
学

編
』
第
一
二
巻
第
一
号
（
通
巻
21
号
）

一
九
八
八
年
３
月

（
２
）  

鈴
木
朖
『
雅
語
訳
解
』
俗
語
自
立
語
索
引
（
ナ
行
～

ワ
行
）

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
国
語
国
文
学
科
『
古
典

研
究
』
第
一
六
一
号

一
九
八
八
年
３
月

（
３
） 

萩
原
廣
道
『
古
言
訳
解
』
俗
語
自
立
語
索
引

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
国
語
国
文
学
科
『
古
典

研
究
』
第
一
六
二
号

一
九
八
九
年
７
月

（
４
）  

萩
原
廣
道
『
古
言
訳
解
』
俗
語
自
立
語
索
引　
補
遺

及
び
訂
正　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
国
語
国
文
学
科
『
古
典

研
究
』
第
一
六
三
号

一
九
九
〇
年
７
月

（
５
） 

慶
応
四
年
・
明
治
元
年
漢
語
辞
書
五
種
総
合
索
引

『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
二
集

二
〇
〇
〇
年
３
月
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（
６
） 「
佐
藤
茂
文
庫
」
創
設
の
い
き
さ
つ

『
佐
藤
茂
文
庫
目
録
』
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付

属
図
書
館

二
〇
〇
四
年
３
月

４
．
解
題
・
書
評
な
ど

（
１
） 『
古
今
集
て
に
を
は
考
』
解
題

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第
３
期
12

一
九
八
一
年
10
月

（
２
） 『
古
今
集
清
濁
』
解
題

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第
３
期
17

一
九
八
四
年
１
月

（
３
） 

解
説
「
訳
語
の
生
成
過
程
と
語
彙
調
査
の
試
み
」

森
岡
健
二
著
『
現
代
語
研
究
シ
リ
ー
ズ
１　

語
彙
の
形

成
』

一
九
八
七
年
６
月

（
４
） 〔
書
評
〕
金
沢
裕
之
『
近
代
大
阪
語
変
遷
の
研
究
』

『
岡
大
国
文
論
稿
』
二
十
七

一
九
九
九
年
３
月

（
５
） 〔
紹
介
〕
幕
末
・
明
治
期
英
和
・
和
英
辞
書

『Library　

M
ate

』
二
十
二
号　

実
践
女
子
大
学
図
書

館

一
九
九
九
年
７
月

（
６
） 〔
書
評
〕
飛
田
良
文
『
明
治
生
ま
れ
の
日
本
語
』

公
明
新
聞
八
月
十
九
日
朝
刊

二
〇
〇
二
年
８
月

（
７
） 〔
書
評
〕
村
山
昌
俊
『
明
治
時
代
語
論
考
』

『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
〇
五
巻
第
一
〇
号　

國
學
院
大
學

二
〇
〇
四
年
10
月

（
８
） 〔
書
評
〕
木
村
一
『
和
英
語
林
集
成
の
研
究
』

『
日
本
語
の
研
究
』
第
十
二
巻
三
号

二
〇
一
六
年
７
月

５
．
口
頭
発
表
・
講
演

（
１
） 

宣
長
、『
古
今
集
遠
鏡
』
に
お
け
る
口
語
訳

上
智
大
学
国
文
学
総
会　

於
上
智
大
学

一
九
八
一
年
１
月

（
２
）  『
古
今
集
遠
鏡
』
に
お
け
る
テ
ニ
ヲ
ハ
の
口
語
訳
に

つ
い
て

岡
山
国
語
談
話
会　

第
八
一
回　

於
岡
山
大
学

一
九
八
二
年
７
月

（
３
）  

欧
文
直
訳
体
に
お
け
る
人
称
代
名
詞
の
訳
語
に
つ
い
て

国
語
語
彙
史
研
究
会　

第
一
四
回　

於
大
阪
大
学

一
九
八
三
年
９
月

（
４
）  

明
治
期
の
学
術
用
語
の
造
語
法
―
『
工
学
字
彙
』
の

用
語
を
中
心
と
し
て
―

岡
山
国
語
談
話
会　

第
一
〇
一
回　

於
岡
山
大
学

一
九
八
四
年
７
月
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（
５
） 

明
治
期
の
専
門
用
語
と
漢
字

岡
山
国
語
談
話
会　

第
一
一
九
回　

於
岡
山
大
学

一
九
八
六
年
３
月

（
６
） 
鈴
木
朖
『
雅
語
訳
解
』
の
俗
語
の
性
格

近
代
語
研
究
会　

第
五
三
回　

於
南
山
大
学

一
九
八
七
年
10
月

（
７
）  
雅
俗
対
訳
辞
書
類
の
俗
語
の
性
格
―
鈴
木
朖
『
雅
語

訳
解
』
を
資
料
と
し
て
―

岡
山
国
語
談
話
会　

第
一
三
七
回　

於
岡
山
大
学

一
九
八
七
年
11
月

（
８
）  

雅
俗
対
訳
辞
書
類
の
俗
語
の
性
格
―
萩
原
廣
道
『
古

言
訳
解
』
を
資
料
と
し
て
―

国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
三
三
回
大
会　

於
岡
山
大

一
九
八
八
年
11
月

（
９
） 

国
語
資
料
と
し
て
の
『
雅
語
訳
解
』

鈴
木
朖
学
会　

於
離
屋
会
館

一
九
九
〇
年
６
月

（
10
）  

生
田
長
江
編
『
文
学
新
語
小
辞
典
』（
大
正
二
年
）

の
性
格

国
語
語
彙
史
研
究
会　

於
奈
良
教
育
大
学

一
九
九
一
年
９
月

（
11
） 

近
代
文
学
用
語
「
小
説
」
の
成
立
に
つ
い
て

岡
山
国
語
談
話
会　

第
一
九
三
回　

於
就
実
大
学

一
九
九
三
年
４
月

（
12
） 

国
語
資
料
と
し
て
の
『
訓
訳
示
蒙
』「
訳
」
言

近
代
語
研
究
会　

第
一
〇
四
回　

於
立
命
館
大
学

一
九
九
三
年
５
月

（
13
）  『
言
海
』
と
近
世
辞
書　

創
立
五
十
周
年
記
念
国
語
学
会　

平
成
六
年
度
春
期
大

会　

於
東
京
大
学

一
九
九
四
年
６
月

（
14
）  『
言
海
』
の
編
纂
過
程
と
編
纂
資
料
『
和
訓
栞
』
後

編

近
代
語
研
究
会
夏
合
宿　

於
富
士
見
高
原　

上
野
邸

一
九
九
四
年
８
月

（
15
） 

明
治
二
、三
〇
年
代
の
「
で
す
」
を
め
ぐ
っ
て

岡
山
国
語
談
話
会　

第
二
一
二
回　

於
岡
山
大
学
教
育

学
部

一
九
九
五
年
３
月

（
16
） 『
訓
訳
示
蒙
』
に
お
け
る
「
う
ず
」
の
位
置

岡
山
国
語
談
話
会　

二
三
二
回　

於
岡
山
大
学
教
育
学

部

一
九
九
七
年
３
月

（
17
） 

近
代
辞
書
と
漢
語
・
漢
字
〔
講
演
〕

語
彙
・
辞
書
研
究
会
第
三
〇
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇
〇
六
年
11
月

（
18
）  『
言
海
』
の
ネ
コ
―
辞
書
史
に
お
け
る
近
世
と
近
代
―

〔
講
演
〕

実
践
国
文
科
会
総
会
に
お
け
る
講
演

二
〇
〇
八
年
４
月
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（
19
）  

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵　

ア
ス
ト
ン
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
―
日
本
語
研
究
資
料
を
中
心
に
―

近
代
語
研
究
会　

第
三
二
四
回　

於
実
践
女
子
大
学

二
〇
一
五
年
６
月

（
20
）  
日
本
語
研
究
資
料
と
し
て
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学　

近
代
語
研
究
会　

図
書
館
蔵
ア
ス
ト
ン
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
〔
講
演
〕

第
三
三
三
回　

於
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス

二
〇
一
六
年
５
月

（
21
）  

日
本
語
研
究
資
料
と
し
て
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図

書
館
蔵
（A

ston　

Collection

）、
ア
ー
ネ
ス
ト
・

サ
ト
ウ
自
筆
資
料
「
日
本
語
反
古
切
樟
脳
包
」、「
節

用
集
貼
込
帖
」、「
和
玉
篇
貼
帖
」
に
つ
い
て

中
部
日
本
・
日
本
語
学
研
究
会　

第
七
二
回　

於
刈
谷

市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
六
年
11
月

（
22
）  

語
彙
史
研
究
資
料
と
し
て
の
山
田
武
太
郎
『
日
本
大

辞
書
』
―
「
●
言
専
用
」「
▲
方
言
、
俚
語
」
の
見

出
し
語
彙
を
中
心
に
―　

大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス

二
〇
一
八
年
４
月

６
．
科
研
費
等
共
同
研
究

（
１
）  

特
定
研
究
（
１
）「
情
報
化
社
会
に
お
け
る
言
語
の
標
準
化
」（
研
究
課
題
番
号58107016

）
内
の
「
日
本
語
の
正

書
法
及
び
造
語
法
と
そ
の
あ
り
方
」（
研
究
代
表
者　

林
大
）
に
お
け
る
「
造
語
法
に
関
す
る
研
究
」
に
関
し
て
「
明

治
期
専
門
術
語
の
語
構
成
」（
森
岡
健
二
グ
ル
ー
プ
）
の
研
究
を
分
担
（『
工
学
字
彙
』）

一
九
八
二
年
～

一
九
八
三
年

（
２
）  

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
科
研　

和
歌
語
彙
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
（
代
表　

西
端
幸
雄
）
の
一
員
と
し
て
「
和
歌
語

彙
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
共
同
で
構
築

一
九
九
二
年
～

一
九
九
四
年

（
３
）  

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
と
し
て
国
立
国
語
研
究
所
を
中
心
と
す
る
「
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
語
に
つ
い
て
の
総
合

的
研
究
」（
代
表
者　

水
谷
修
）
が
開
始
さ
れ
、第
四
班
「
情
報
発
信
の
た
め
の
言
語
資
源
の
整
備
に
関
す
る
研
究
」

（
分
担
者
甲
斐
睦
朗
）
に
属
す
る
「
日
本
語
コ
ー
バ
ス
の
作
成
と
そ
の
活
用
」（
分
担
者
梶
原
滉
太
郎
）
に
参
加
。

一
九
九
四
年
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（
４
）  『
用
例
採
集
の
た
め
の
主
要
文
学
作
品
目
録
』
国
語

辞
典
編
集
準
備
資
料
二

国
立
国
語
研
究
所
辞
典
編
集
準
備
室

一
九
八
〇
年
12
月

（
５
）  『
国
定
読
本
用
語
総
覧
１
』
イ
エ
ス
シ
読
本　
　

国

立
国
語
研
究
所
編
（
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
八
二
年

ま
で
の
用
例
採
集
作
業
を
担
当
）

三
省
堂

一
九
八
五
年
11
月

（
６
）  『
国
定
読
本
用
語
総
覧
２
』
ハ
タ
タ
コ
読
本　

あ

～
て　

国
立
国
語
研
究
所
編
（
一
九
八
一
年
か
ら

一
九
八
二
年
ま
で
の
単
位
切
り
作
業
を
担
当
）

三
省
堂

一
九
八
七
年
３
月

（
７
）  『
国
定
読
本
用
語
総
覧
３
』
ハ
タ
タ
コ
読
本　

と

～
ん　

国
立
国
語
研
究
所
編
（
一
九
八
一
年
か
ら

一
九
八
二
年
ま
で
の
単
位
切
り
作
業
を
担
当
）

三
省
堂

一
九
八
八
年
３
月

（
８
）  

ス
カ
ウ
ト
式
用
例
採
集
通
信
研
究
員
と
し
て
、
国
立
国
語
研
究
所
辞
典
編
集
室
が
進
め
て
い
た
ス
カ
ウ
ト
式
用
例

採
集
事
業
（
主
に
明
治
期
の
雑
誌
『
太
陽
』
を
中
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
50
万
用
例
が
収
集
さ
れ
て
い
る
）
に
参
加
。

一
九
九
一
年
～

一
九
九
三
年

７
．
辞
典
等
項
目
執
筆

（
１
）  『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
の
た
め
の
用
例
採
集
・
用
例
選
択
・
項
目
執
筆
・
類
義
語
欄
執
筆
・
語
史
欄
項
目

選
定
・
語
史
欄
項
目
執
筆
を
担
当

小
学
館
一
九
九
一

年
～
二
〇
〇
〇
年

（
２
） 『
集
英
社　

国
語
辞
典
』
の
一
般
項
目
の
執
筆

集
英
社

一
九
九
三
年
２
月

（
３
）  『
日
本
語
あ
れ
こ
れ
事
典
』の「
聖
域
な
き
改
革
の「
聖

域
」
っ
て
も
と
も
と
何
の
こ
と
？
」「
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ

の
「゚
」（
半
濁
音
符
）
の
記
号
は
い
つ
で
き
た
の
？
」

「
外
来
語
を
片
仮
名
で
表
記
す
る
の
は
い
つ
ご
ろ
か

ら
？
」「
文
節
を
考
案
し
た
人
は
？
」
の
項
を
執
筆

『
日
本
語
学
』
一
一
号　

臨
時
増
刊
号

二
〇
〇
二
年
11
月
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（
４
）  『
日
本
語
学
研
究
事
典
』（『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』・

『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』・『
帝
国
文
学
』・『
早
稲
田
文

学
』）

明
治
書
院

二
〇
〇
七
年
１
月

（
５
）  『
日
本
語
大
事
典
』（『
解
体
新
書
』・『
近
代
語
の
成

立
』・「
前
野
良
沢
」「
本
木
昌
造
」「
森
岡
健
二
」・「
蘭

学
」・『
蘭
学
階
梯
』・『
蘭
学
弁
髦
』
の
項
目
）

朝
倉
書
店

二
〇
一
四
年
11
月

（
６
）  『
日
本
語
学
大
辞
典
』（「
大
槻
文
彦
」・『
言
海
』・『
大

日
本
国
語
辞
典
』「
翻
訳
語
」・「
森
岡
健
二
」
の
項
目
）

東
京
堂
書
店

二
〇
一
八
年
10
月

８
．
公
民
館
等
活
動

（
１
）  

式
亭
三
馬
『
浮
世
風
呂
』
の
言
葉
―
江
戸
語
の
世
界
―

天
満
屋
岡
山
店

一
九
八
八
年
２
月

（
２
）  

天
草
本
伊
曽
保
物
語
を
読
む
―
国
語
史
へ
の
い
ざ
な

い
―

瀬
戸
町
公
民
館

一
九
九
〇
年
９
月

～
12
月

（
３
） 

萩
原
廣
道
と
国
語
学

倉
敷
市
立
水
島
公
民
館

一
九
九
〇
年
11
月

（
４
） 

式
亭
三
馬
の
滑
稽
本
Ⅰ
―
浮
世
風
呂
―

岡
山
市
立
西
大
寺
公
民
館

一
九
九
一
年
10
月

（
５
） 

式
亭
三
馬
の
滑
稽
本
Ⅱ
―
浮
世
床
―

岡
山
市
立
西
大
寺
公
民
館

一
九
九
二
年
11
月

（
６
） 

天
草
版
伊
曽
保
物
語
を
読
む

岡
山
市
立
西
大
寺
公
民
館

一
九
九
二
年
10
月

～
11
月

（
７
） 

近
松
の
世
話
物
と
上
方
語
Ⅰ

岡
山
市
立
西
大
寺
公
民
館

一
九
九
三
年
10
月

（
８
） 

近
松
の
世
話
物
と
上
方
語
Ⅱ

岡
山
市
立
西
大
寺
公
民
館

一
九
九
三
年
11
月


